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信州・新風・みらい 検 索

　
多
様
な
県
民
意
見
を
県
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
県

政
改
革
の
理
念
を
共
有
し
、

県
政
に
常
に
新
し
い
風
を
送

り
、
未
来
の
信
州
を
創
っ
て

い
く
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
15
名
の
議
員
が
集
い
、

こ
こ
に
「
信
州
・
新
風
・
み

ら
い
」
を
結
成
い
た
し
ま
し

た
。

　
私
た
ち
は
、
県
民
の
皆
様

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い

て
県
民
目
線
で
提
言
を
行

い
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

す
と
と
も
に
、
産
業
振
興
や

雇
用
、
福
祉
・
医
療
・
教
育

な
ど
生
活
者
視
点
の
県
政
実

現
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
は
、
ご
意

見
・
ご
提
言
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
6
月
定
例
県
議
会
は
、
6

月
25
日
に
開
会
し
7
月
10
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
31
名
が
立

ち
、
当
会
派
で
は
新
人
4
名

を
含
む
10
名
が
県
政
課
題
に

つ
い
て
論
戦
を
挑
み
ま
し

た
。

　
新
人
4
名
は
一
般
質
問
2

　
改
選
後
初
め
て
の
議

会
で
あ
る
5
月
臨
時
会

が
5
月
11
日
か
ら
14
日

ま
で
開
か
れ
、
議
長
・

副
議
長
の
選
挙
、
議
会

運
営
委
員
会
及
び
各
常

任
委
員
会
の
委
員
・
正

副
委
員
長
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
島
康

晴
副
代
表
は
、
選
挙
戦

の
結
果
副
議
長
に
当
選

し
ま
し
た
。

　
高
橋
宏
顧
問
は
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
年
長
議
員
と
し
て
臨

時
議
長
に
就
任
し
そ
の

任
を
果
た
し
ま
し
た
。

日
目
に
登
壇
。
埋
橋
茂
人
議

員
が
地
方
創
生
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

労
働
者
の
格
差
に
つ
い
て
、

今
井
愛
郎
議
員
が
諏
訪
湖
の

水
害
対
策
と
河
川
改
修
、
投

票
率
の
向
上
策
に
つ
い
て
、

寺
沢
功
希
議
員
が
県
立
こ
ど

も
病
院
に
つ
い
て
、
花
岡
賢

一
議
員
が
も
の
づ
く
り
産
業

の
振
興
、
佐
久
平
総
合
技
術

高
校
、
防
災
対
策
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
緊
張
し

つ
つ
も
は
つ
ら
つ
と
知
事
や

教
育
長
、
担
当
部
長
等
を
質

し
ま
し
た
。

　
5
月
臨
時
会
で
就
任
し
た

西
沢
正
隆
議
長
に
対
し
我
が

会
派
は
、
議
会
改
革
を
中
心

と
す
る
「
当
面
す
る
議
会
運

営
に
関
す
る
提
言
の
申
し
入

れ
」
を
早
速
5
月
13
日
に
行

い
ま
し
た
。

　
主
に
、
議
員
定
数
や
選
挙

区
の
見
直
し
を
進
め
る
た
め

の
「
検
討
会
」
を
早
期
に
設

置
す
る
こ
と
、
正
副
議
長
任

期
を
2
年
に
す
る
こ
と
、

「
議
会
改
革
調
査
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　
5
月
臨
時
会
で
、
我
が
会

派
の
小
島
副
代
表
が
副
議
長

選
挙
に
立
候
補
し
、
一
騎
打

ち
の
選
挙
戦
で
し
た
が
圧
倒

的
な
支
持
を
得
て
第
93
代
副

議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
の
所
信
表
明
会

で
小
島
副
代
表
は
、
「
議

長
を
し
っ
か
り
補
佐
し
、

県
議
会
へ
の
県
民
の
信
頼

を
高
め
る
と
と
も
に
、
議

会
の
広
報
委
員
長
と
し
て

積
極
的
な
広
報
広
聴
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。
定
数

や
選
挙
区
の
見
直
し
な
ど

議
会
改
革
は
待
っ
た
な
し

だ
。
」
と
、
力
強
く
決
意

表
明
し
ま
し
た
。

会
派

　人
で
ス
タ
ー
ト

オ
ー
ル
信
州
で
み
ら
い
に
新
風
を ！

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

15

会
派
代
表  

下
沢 

順
一
郎

６月定例会

新
人
議
員
4
名
が

  

は
つ
ら
つ
と
一
般
質
問

新
人
議
員
4
名
が

  

は
つ
ら
つ
と
一
般
質
問

西
沢
議
長
に

　
　申
し
入
れ

議会改革

小
島
副
代
表

　 副
議
長
に
就
任

小
島
副
代
表

　 副
議
長
に
就
任

　
6
月
18
日
に
「
中
信
地

区
特
別
支
援
学
校
再
編
整

備
計
画（
案
）」
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
7
月
13

日
松
本
養
護
学
校
で
会
派

に
よ
る
県
政
対
話
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
在
学
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
や
関
係
者

な
ど
30
名
余
り
に
参
加
い

た
だ
く
中
で
、
延
べ
17
名

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
質

問
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
生
の
声
を
聞
き
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
声
を
い
た
だ
く

一
方
、
「
こ
れ
か
ら
も
実

際
に
足
を
運
ん
で
、
と
も

に
当
事
者
意
識
を
共
有
し

て
欲
し
い
」
「
就
労
移
行

も
し
っ
か
り
対
応
し
て
欲

し
い
」
な
ど
と
切
実
な
要

請
・
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
場

で
の
対
話
に
よ
る
意
識
共

有
が
今
後
の
一
体
感
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
学

び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
築
40
年
余
を
経

過
す
る
木
造
校
舎
は
、
寄

宿
舎
を
含
め
老
朽
化
が
激

し
い
こ
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
増
築

し
て
い
る
な
ど
教
育
環
境

の
改
善
を
痛
感
し
ま
し

た
。

県
政
対
話
集
会

　松
本
養
護
学
校

ｉｎ
参加者の発言に耳を傾ける（7/13）

常任委員会常任委員会 （◎委員長　◯副委員長）

総務企画警察
県民文化健康福祉
環境産業観光
農政林務
危機管理建設
文教企業
議会運営
決算特別

　竹内久幸 　下沢順一郎 〇小林東一郎
　石和　大 　花岡賢一 
　堀場秀孝 　埋橋茂人
　高橋　宏 ◎荒井武志 
◎山岸喜昭 　依田明善 　寺沢功希
　吉川彰一 〇今井愛郎 
　高橋　宏 　石和　大 〇埋橋茂人
　下沢順一郎 〇依田明善 　寺沢功希
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